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Plasmaspheric contribution to GPS-TEC over Japan
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GPS 衛星は高度約 20200km を飛行しており、衛星から送信された電波は、地上の受信機に受信されるまでにプラ

ズマ圏と電離圏を通る。電波は、プラズマ圏と電離圏に存在する電離気体のために遅延が起る。1 つの周波数だけ

を受信する受信機では、この遅延のために精度が悪くなる。また、2 つの周波数を受信する受信機を用いることに

より、衛星と受信機との間の全電子数(TEC)を測定することが出来る。本研究では、国土地理院 GPS 観測網によっ

て得られるTEC と数値モデル(Sheffield University plasmasphere ionosphere model)による計算結果とを比較し、

TEC の季節変化を明らかにする。


